
第 1回埼玉県道路メンテナンス会議 

                                日 時：平成 26 年 5 月 28 日（水）10:00～ 

                                場 所：さいたま共済会館６F第２ホール 

議 事 次 第 

１．開  会 

２．挨  拶 

３．会議設立趣意及び会議規約について 

４．議  事 

（１）道路のメンテナンスに関する最近の話題 

（２）今後の進め方について 

５．意見交換 

６．閉  会 



埼玉県道路メンテナンス会議 

設 立 趣 意 書 

我が国の道路構造物等は、昭和３０年代後半から高度経済成長期に集中

的に整備され、急速に老朽化が進むことが確実である。今後、これらの補

修や更新を行う必要が急激に高まっていくことが見込まれており、国、地

方ともに厳しい財政状況にある中、これら老朽化した施設等の補修や更新

をいかに適確に対応していくかが重要な課題となっている。 

また、道路施設等の維持管理・補修・更新を確実に進めるためには、直

轄国道管理分はもとより、施設の大部分を占める地方公共団体の管理施設

も含めて、その実態を把握したうえで、施設の長寿命化も図りつつ見通し

を立てた計画的な補修・更新を行っていくことが必要となっている。 

そのためには、高速自動車国道、一般国道、県道、市町村道のすべての

道路管理者が情報を共有し、連携して対応していくことが必要不可欠であ

る。 

本会議は、埼玉県内における道路施設等の維持管理・補修・更新等を効

果的・効率的に行うため、交通上密接な関連を有する道路管理者が相互に

連絡・調整を行い、道路施設の点検結果や修繕計画等を共有・協力するこ

とにより、円滑な道路管理を促進し、道路構造物等の予防保全・老朽化対

策の強化を図ることを目的として設置するものである。 

                    平成２６年５月２８日 



埼玉県道路メンテナンス会議 規約

（名 称）

第１条  本会は、「埼玉県道路メンテナンス会議」（以下「会議」という。）と称する。

（目 的）

第２条 会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、埼玉県内の道路

管理を効率的に行うため、各道路管理者が相互に連絡調整を行うことにより円滑な

道路管理の促進を図ることを目的とする。

（協議事項）

第 3条 会議は、第２条の目的を達成するため、次の事項について審議する。
（１）道路施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。

（２）道路施設の点検、修繕計画等の把握/調整に関すること。
（３）道路施設の損傷事例や技術基準等の共有に関すること。 

（４）その他、道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項。

（組 織）

第４条 会議は、第２条の目的を達成するため、埼玉県内における高速自動車国道、一

般国道、県道及び市町村道の各道路管理者及び会議が必要と認めるもので組織する。

２． 会議には、会長及び副会長を４名置くものとし、会長は国土交通省関東地方整備

局大宮国道事務所長、副会長は埼玉県県土整備部副部長、さいたま市建設局土木部長、

東日本高速道路株式会社関東支社所沢管理事務所長、首都高速道路株式会社西東京管

理局土木担当部長とする。

３． 会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。

４． 会議の構成は「別表－１」のとおりとする。

ただし、必要に応じ会長が指名するものの出席をもとめることができる。

５． 会長は、個別課題等についての検討・調整をおこなうため「専門部会」を設置す

ることができるものとする。

６． 会議には、高速自動車国道、一般国道、県道、市町村道の代表者からなる、幹事

会を置くものとし構成は「別表－２」のとおりとする。

７． 会議には、道路構造物等の不具合発生時における技術的な助言、専門的な研究機

関等への技術相談窓口として、国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所に道路構造

保全室を置くものとする。

（幹事会）

第 5条 幹事会は、会長の招集により開催するものとし、次の事項について調整する。
（１）会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整



  （２）会議における協議議題の調整

  （３）規約の策定・改正・廃止等に係る調整

  （４）その他、会議の運営に際し必要となる事項の調整

（事務局）

第 6条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。
２． 事務局は、国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所計画課、管理第二課、埼

玉県県土整備部道路政策課、さいたま市建設局土木部道路環境課、東日本高速道路

株式会社関東支社所沢管理事務所、首都高速道路株式会社西東京管理局保全管理課

に置く。

（規約の改正）

第 7条 本規約の改正等は、本会議の審議・承認を得て行うことができる。

（その他）

第８条  本規約に定めるもののほか、必要な事項は、その都度協議して定めるものとする。

（附則）

本規約は、平成２６年５月２８日から施行する。



別表－１

所　　属 役　　職

会長 国土交通省関東地方整備局 大宮国道事務所長

副会長 埼玉県県土整備部 副部長

さいたま市建設局 土木部長

東日本高速道路株式会社関東支社 所沢管理事務所長

首都高速道路株式会社 西東京管理局土木担当部長

会員 国土交通省関東地方整備局 北首都国道事務所長

東日本高速道路株式会社関東支社 加須管理事務所長

東日本高速道路株式会社関東支社 三郷管理事務所長

首都高速道路株式会社 東東京管理局土木担当部長

埼玉県 道路政策課長

埼玉県 道路街路課長

埼玉県 道路環境課長

埼玉県道路公社 事務局長

さいたま市 道路環境課長

川越市 建設部長

熊谷市 建設部長

川口市 建設部長

行田市 建設部長

秩父市 地域整備部長

所沢市 建設部長

飯能市 建設部長

加須市 建設部長

本庄市 都市整備部長

東松山市 建設部長

春日部市 建設部長

狭山市 建設部長

羽生市 まちづくり部長

鴻巣市 建設部長

深谷市 都市整備部長

上尾市 都市整備部長

草加市 建設部長

越谷市 建設部長

蕨市 都市整備部長

戸田市 都市整備部長

入間市 都市建設部長

朝霞市 都市建設部長

志木市 都市整備部長

和光市 建設部長

新座市 都市整備部長

桶川市 都市整備部長

久喜市 建設部長

北本市 都市整備部長

八潮市 建設部長

埼玉県道路メンテナンス会議　名簿



別表－１

所　　属 役　　職

会員 富士見市 建設部長

三郷市 建設部長

蓮田市 都市整備部長

坂戸市 都市整備部長

幸手市 建設経済部長

鶴ヶ島市 都市整備部長

日高市 都市整備部長

吉川市 都市建設部長

ふじみ野市 都市政策部長

白岡市 都市整備部長

伊奈町 土木課長

三芳町 道路交通課長

毛呂山町 まちづくり整備課長

越生町 まちづくり整備課長

滑川町 建設課長

嵐山町 まちづくり整備課長

小川町 建設課長

川島町 まち整備課長

吉見町 まち整備課長

鳩山町 まちづくり推進課長

ときがわ町 建設課長

横瀬町 建設課長

皆野町 建設課長

長瀞町 建設課長

小鹿野町 建設課長

東秩父村 産業建設課長

美里町 建設環境課長

神川町 建設課長

上里町 まち整備環境課長

寄居町 建設課長

宮代町 まちづくり建設課長

杉戸町 都市施設整備課長

松伏町 まちづくり整備課長

国土交通省関東地方整備局　道路部 道路保全企画官

国土交通省関東地方整備局　道路部 地域道路課長

さいたま市建設局土木部　道路環境課

埼玉県道路メンテナンス会議　名簿

オブザーバー

事務局

国土交通省関東地方整備局　大宮国道事務所　計画課・管理第二課

埼玉県県土整備部　道路政策課

東日本高速道路株式会社関東支社　所沢管理事務所

首都高速道路株式会社　西東京管理局　保全管理課



所　　属 役　　職

幹事長 国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所 副所長

副幹事長 埼玉県県土整備部道路政策課 副課長

幹事 国土交通省関東地方整備局北首都国道事務所 副所長

東日本高速道路株式会社関東支社所沢管理事務所 副所長

首都高速道路株式会社　西東京管理局　保全管理課 課長

首都高速道路株式会社　東東京管理局　保全管理課 課長

埼玉県県土整備部道路街路課 副課長

埼玉県県土整備部道路環境課 副課長

さいたま市建設局土木部道路環境課 課長補佐

川越市建設部道路街路課 課長

熊谷市建設部維持課 課長

川口市建設部道路建設課 課長

行田市建設部道路治水課 課長

秩父市地域整備部道づくり河川課 課長

飯能市建設部道路課 課長

本庄市都市整備部建設課 課長

東松山市建設部道路維持課 課長

越谷市建設部道路建設課 課長

朝霞市都市建設部道路整備課 課長

久喜市建設部道路河川課 課長

北本市都市整備部道路課 課長

小鹿野町建設課 課長

寄居町建設課 課長

杉戸町都市施設整備課 課長

埼玉県さいたま市建設局土木部　道路環境課

埼玉県道路メンテナンス会議　幹事会名簿

事務局

国土交通省関東地方整備局　大宮国道事務所　計画課・管理第二課

埼玉県県土整備部　道路政策課

首都高速道路株式会社　西東京管理局　保全管理課

東日本高速道路株式会社関東支社　所沢管理事務所



平成２６年５月２８日

国土交通省 関東地方整備局
道路部 道路保全企画室

国土交通省 関東地方整備局



2

国土交通省 関東地方整備局本日の内容

１ 最近の動向について

２ 関東地方整備局の取組について



国土交通省 関東地方整備局
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１ 最近の動向について



国土交通省 関東地方整備局
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①道路の老朽化対策の本格実施に関する提言



国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（概要）
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国土交通省 関東地方整備局②道路法改正

＜道路法＞

■ 道路の維持又は修繕を定める。

第四十二条 道路管理者は、道路を常時良好な状態に保つように維持し、修繕し、

もつて一般交通に支障を及ぼさないように努めなければならない。

２ 道路の維持又は修繕に関する技術的基準その他必要な事項は、政令で定め

る。

３ 前項の技術的基準は、道路の修繕を効率的に行うための点検に関する基準を

含むものでなければならない。



国土交通省 関東地方整備局
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②道路法改正（施行令）



国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（省令、告示の概要）

8



国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（省令）
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国土交通省 関東地方整備局
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②道路法改正（告示）



国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（参考：健全性の分類）
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（※近接目視：肉眼により部材の変状等の状態を把握し評価が行える距離まで接近して目視を行う事を想定）
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国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（定期点検基準）
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国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（定期点検基準）
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国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（定期点検基準）
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国土交通省 関東地方整備局②道路法改正（新技術の開発）

コンクリートのひび割れ
を検出する小型無人飛行体
（ＵＡＶ）の実証実験
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国土交通省 関東地方整備局

２ 関東地方整備局の取組について



国土交通省 関東地方整備局２関東地方整備局の取組
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<定期点検の進捗状況>
・橋梁定期点検要領（案）による点検を平成１５年度より開始し、概ね１巡目の点検
を終えています。
・また、平成１９年度からは、２巡目の点検にも着手しています。

H20
年度
15%

H21
年度
18%

H22
年度
18%

H23
年度
19%

H24
年度
16%

H25
以降
14%H16

年度
24%

H17
年度
22%

H18
年度
21%

H19
年度
20% ２巡目点検

対象橋梁
2,780箇所

H19年度 0.0%

１巡目点検
対象橋梁
2,780箇所

H15年度4%

H23年度 1%

H20年度 2%
H21年度 1%

H24年度2%
H22年度 1% H25以降2%
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<診断の結果>
・１巡目の点検の結果は、３８％（1,037箇所）の橋梁で損傷の状況などから、次
回点検までに必要な対策を要するとの判定がされています。

・２巡目の点検の結果は、４０％（950箇所）の橋梁で損傷の状況などから、次回
点検までに必要な対策を要するとの判定がされています。

国土交通省 関東地方整備局

Ａ
2%

Ｂ
57%

Ｍ
0%Ｓ

2%

Ｃ
33%

Ｓ※
6% Ｅ

0%
Ａ
6%

Ｂ
55%Ｍ

1%
Ｓ
5%

Ｃ
32%

Ｓ※
0%

Ｅ
1%

対策区分 判定内容

Ａ 損傷が認められないか、損傷が軽微で補修を行う必要がない
Ｂ 状況に応じて補修を行う必要がある
Ｍ 維持工事で対応する必要がある
Ｓ 詳細調査の必要がある ：経過観察
Ｃ 速やかに補修等を行う必要がある
Ｅ 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある

対策区分別の橋梁箇所割合

点検済
橋梁箇所数
2,723箇所

（一巡目(H15～24)点検結果）
対策区分別の橋梁箇所割合

（二巡目(H19～24)点検結果）

点検済
橋梁箇所数
2,383箇所

２関東地方整備局の取組
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疲労

34.7%
塩害

0.2%

凍害

0.7%

アルカリ骨

材反応

0.9%

中性化

0.1%

材料劣化

14.4%

乾燥収縮

・温度応力

1.8%

製作・施工

不良

9.7%

防水・

排水工不良

29.4%

その他

の原因

8.1%

疲労

13.8%

塩害

10.2% 凍害

2.3%
アルカリ

骨材反応

1.2%
中性化

0.5%

材料劣化

0.1%乾燥収

縮・温度

応力11.3%

製作・施

工不良

25.7%

防水・排

水工不良

17.4%

品質の経

年劣化

6.2%

その他の

原因

11.3%

疲労

0.3%

塩害

6.0%

凍害

2.7%

アルカリ

骨材反応

1.3%

材料劣化

0.2%

乾燥収

縮・温度

応力

3.7%

製作・施

工不良

29.2%
防水・

排水工不

良

20.2%

品質の経

年劣化

19.0%

その他の

原因

17.4%

【鋼橋（Ｓ・Ｃ・Ｅ損傷）】

【ＲＣ橋（Ｓ・Ｃ・Ｅ損傷）】【ＰＣ橋（Ｓ・Ｃ・Ｅ損傷）】

★橋の種類別の損傷原因として多いのは

PC橋：品質の経年劣化、製作・施工不良（鉄筋のかぶり不足など）、防水・排水工不良
RC橋：製作・施工不良（鉄筋のかぶり不足など）、防水・排水工不良、疲労
鋼橋：疲労、防水・排水工不良、材料劣化

国土交通省 関東地方整備局２関東地方整備局の取組



ご静聴ありがとうございました

国土交通省 関東地方整備局
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管理者別の道路延長と橋梁及びトンネル数

日本では 道路橋は全国に約70万橋 道路トンネルは約１万本日本では、道路橋は全国に約70万橋、道路トンネルは約１万本

全国約70万橋の橋梁のうち、7割以上となる約50万橋が市町村道

【道路種別別橋梁数】
高速自動車国道

約14 000橋

【日本の道路種別と延長割合】

【道路種別別橋梁数】

高速自動車国道（約0 7%)約8,300km 自動車
専 道路

約14,000橋
（約2%）

直轄国道
約30,000橋

（約4%）
高速自動車国道（約0.7%)

直轄国道（約1.9%)

補助国道（約2.6%)

約 ,

約31,900km

約23,200km

専用道路

幹
線
道

橋梁（2m以上）

約70万橋

補助国道
約30,000橋
（約4%）市町村道

約520 000橋

都道府県道（約10.7%)約129,300km

（約84 1%)約1 020 300km 市町村道

道
路

約520,000橋
（約75%） 都道府県道

約100,000橋
（約15%）

（約84.1%)約1,020,300km 市町村道

生
活
道
路

【道路種別別トンネル数】
高速自動車国道

約1,400本
（約13%） 直轄国道

市町村道
約2,600本

路 直轄国道
約1,600本
（約15%）

補助国道
約2 400本

約 , 本
（約24%）

道路トンネル
約1万本

※四捨五入により端数調整している

合 計 約 km （100.0%1,213,000 ）

2
※道路局調べ（H25.4）

※道路局調べ（H25.4）

約2,400本
（約23%）都道府県道

約2,600本
（約25%）

kt651233
タイプライターテキスト
Ｐ１

kt651233
タイプライターテキスト

kt651233
タイプライターテキスト
参考資料
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※東日本大震災の被災地域は一部含まず
※都道府県・政令市は、地方道路公社を含む

道路構造物の現状（橋梁、トンネル）

全国の橋梁数は約７０万橋 このうち 建設後５０年を経過した橋梁（２ｍ以上）の全国の橋梁数は約７０万橋。このうち、建設後５０年を経過した橋梁（２ｍ以上）の
割合は、平成２５年は１８％であるが、１０年後には４３％と増加

全国のトンネル数は約１万本。このうち、建設後５０年を経過したトンネルの割合は、

平成35年
（10年後）

平成25年
50年経過橋梁 50年経過橋梁

平成２５年は２０％であるが、１０年後には３４％へと増加

43%
18%

（10年後）年経過橋梁
(約71,000橋)

年経過橋梁
(約171,000橋)

50年経過 43%50年経過
橋梁の割合

※建設年度不明を除く

※この他、古い橋梁など記録が
確認できない建設年度不明
橋梁が約 橋ある橋梁が約30万橋ある。

50年経過トンネル

(約2,000本)
50年経過トンネル

(約3,000本)

34%
20%

50年経過
トンネルの割合

3

※建設年度不明を除く

※この他、古いトンネルなど記録
が確認できない建設年度不明
トンネルが約250本ある。

※道路局調べ（H25.4）

kt651233
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地方公共団体管理橋梁では最近５年間で通行規制等が２倍以上に増加

通行規制橋梁の増加

地方公共団体管理橋梁では最近５年間で通行規制等が２倍以上に増加

■地方公共団体管理橋梁の通行規制等の推移(２m以上)

1 874
2,012

2,104

2 000

2,500

２倍以上に増加

（橋）

1,313

1,764
1,874

1,500

2,000

977

500

1,000

0

500

H20 H21 H22 H23 H24 H25

※東日本大震災の被災地域は一部含まず
都道府県・政令市は、地方道路公社を含む 7

※道路局調べ（ H25.4 ）

※メインケーブルの破
損、主桁の腐食やコンク
リート床版の剥離により
通行規制を実施している
事例

kt651233
タイプライターテキスト
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橋梁長寿命化施策を進める上で地方公共団体が国に求める支援施策

地方公共団体が国に求める支援施策として、「財政的支援」、「講習会・研修会
の実施」、「積算基準の整備」を挙げた団体が多い

〔都道府県・政令市〕 〔市区町村〕

67%

94%

61%
60%

80%

100%

48%

86%

58%
60%

80%

100%

42%

24% 27%

9%

0%

20%

40%

60%

28%

48%

24%
38%

1%
0%

20%

40%

60%

0%
国におけ

る技術的

助言・支

援を実施

する体制

の充実

講習会・

研修会の

実施

専門家の

斡旋、派

遣及び助

言

社会資本

整備総合

交付金等

による財

政支援

点検・計

画策定等

の積算基

準（歩掛）

の整備

点検マ

ニュアル

類の整備

その他
0%

国におけ

る技術的

助言・支援

を実施す

る体制の

充実

講習会・

研修会の

実施

専門家の

斡旋、派

遣及び助

言

社会資本

整備総合

交付金等

による財

政支援

点検・計

画策定等

の積算基

準（歩掛）

の整備

点検マ

ニュアル

類の整備

その他国によ
る技術
的支援

専門家
の派遣

交付金
等によ
る財政
支援

積算基
準（歩掛）
の整備

国によ
る技術
的支援

専門家
の派遣

交付金
等によ
る財政
支援

積算基
準（歩掛）
の整備

の充実

※ 複数回答有（有効回答数６７）

充実

※ 複数回答有（有効回答数１，６３０）

道路局調べ（H24.7） 4
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公共施設の老朽化が進む中での懸念事項

増加する老朽化構造物等への対応により 新規投資が困難になるとの懸念を示し増加する老朽化構造物等への対応により、新規投資が困難になるとの懸念を示し
ている市区町村は約７割

（問）貴団体において、公共構造物・公共施設の老朽化が進行する中で、今後懸念されることは何ですか？（複数選択）

34.1%
87.8%
87.8%

41.5%
92.7%

19 5%
都道府県

予算の不足等により、構造物等の機能・サー

ビス水準が低下する

予算の不足等により 構造物等の機能 サ

35.7%
78.6%

64.3%
2 9%

19.5%
4.9%

0.0%

予算の不足等により、構造物等の機能・サー

ビス水準低下のほか、安全性に支障が生じ

る

老朽化する構造物等が増加し、適切に維持

管理・更新を行うための職員数が不足する

（N=41）

26.1%

42.9%
78.6%

50.0%
0.0%
0.0%

政令市
老朽化する構造物等が増加し、適切に維持

管理・更新を行うための技術力が不足する

増加する老朽化構造物等への対応により

（N=14）

86.5%
68.9%

37.3%
67.6%

23.5%
1.4%
0.7%

その他

市区町村

増加する老朽化構造物等への対応により、

新規投資が困難となる

増加する老朽化構造物等への対応により、

既存構造物等の統廃合が必要となる
（N=880）

26.6%
86.4%

69.6%
37.5%

68.9%
23.7%

総数

その他

構造物等の老朽化が進行しても対応可能で（N=935）
1.5%
0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

構造物等の老朽化が進行しても対応可能で

あり、特に問題はない

12出典：社会資本整備審議会・交通政策審議会「今後の社会資本の維持管理・更新のあり方について 答申」参考資料

（ 935）
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メンテナンス元年（H25）の取組み Ⅰ

急遽、緊急点検・集中点検を実施し、第三者被害防止の観点からの最低限の

安全性を確認

トンネル内
道路附属物点検

橋梁点検

【緊急点検】トンネル内道路附属物（ジェットファン、照明、標識等）

【集中点検】主な幹線道路における橋梁、トンネル 等

管理者 点検対象トンネル
点検実施状況
（H25.12末）

国 約1,400本 100%

高速道路会社 約1,800本 100%

地方公共団体 約6,200本 97%

管理者 点検対象橋梁 点検対象トンネル
点検実施状況

（H25年度末見込み）

国 約2.8万橋 約1,400本 完了

高速道路会社 約1.7万橋 約1,800本 完了

地方公共団体 約40万橋 約7,200本 約８割

7

（※第44回基本政策部会・第11回国土幹線道路部会 資料５抜粋）
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（参考）地方公共団体における橋梁の状況（橋長15ｍ以上、H25.4時点）

平成19年度より長寿命化修繕計画の策定を推進してきたところ。

（点検・診断は各道路管理者それぞれの方法によるもの。）

①
管理

②
長寿命化修繕

②／①
長寿命化修繕

③
要修繕

③／②
要修繕率管理

橋梁数
長寿命化修繕
計画策定橋梁数

長寿命化修繕
計画策定率

要修繕
橋梁数

要修繕率

都道府都道府県
政令市 57,369 56,270 98％ 31,840 57%

市区町村 86,394 68,578 79％ 36,960 54%

合計 143,763 124,848 87％ 68,800 55%

19
※道路局調べ（H25.4）
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①管理橋梁数 ②点検実施橋梁数 ②／①点検実施率 ①管理橋梁数 ②点検実施橋梁数 ②／①点検実施率 ①管理橋梁数 ②点検実施橋梁数 ②／①点検実施率

北海道 3,738 3,697 98.9% 7,333 7,220 98.5% 11,071 10,917 98.6%

青森県 795 795 100.0% 1,047 937 89.5% 1,842 1,732 94.0%

岩手県 1,190 1,190 100.0% 2,468 2,416 97.9% 3,658 3,606 98.6%

宮城県 918 918 100.0% 1,431 1,291 90.2% 2,349 2,209 94.0%

秋田県 1,113 1,093 98.2% 1,902 1,856 97.6% 3,015 2,949 97.8%

山形県 953 951 99.8% 1,436 1,391 96.9% 2,389 2,342 98.0%

福島県 1,677 1,677 100.0% 3,098 3,047 98.4% 4,775 4,724 98.9%

茨城県 854 836 97.9% 1,852 1,540 83.2% 2,706 2,376 87.8%

栃木県 1,046 1,046 100.0% 1,644 1,544 93.9% 2,690 2,590 96.3%

群馬県 990 959 96.9% 1,983 1,916 96.6% 2,973 2,875 96.7%

埼玉県 996 996 100.0% 1,958 1,625 83.0% 2,954 2,621 88.7%

千葉県 1,074 997 92.8% 1,769 1,728 97.7% 2,843 2,725 95.8%

東京都 751 751 100.0% 1,483 1,356 91.4% 2,234 2,107 94.3%

神奈川県 1,677 1,653 98.6% 831 824 99.2% 2,508 2,477 98.8%

山梨県 885 861 97.3% 1,234 1,163 94.2% 2,119 2,024 95.5%

長野県 1,527 1,527 100.0% 3,120 2,900 92.9% 4,647 4,427 95.3%

新潟県 2,069 2,062 99.7% 2,305 2,200 95.4% 4,374 4,262 97.4%

富山県 808 807 99.9% 857 856 99.9% 1,665 1,663 99.9%

石川県 727 727 100.0% 974 974 100.0% 1,701 1,701 100.0%

岐阜県 1,626 1,626 100.0% 2,888 2,481 85.9% 4,514 4,107 91.0%

静岡県 2,235 2,136 95.6% 2,225 2,011 90.4% 4,460 4,147 93.0%

愛知県 1,973 1,973 100.0% 2,562 2,410 94.1% 4,535 4,383 96.6%

三重県 1,388 1,346 97.0% 2,060 2,005 97.3% 3,448 3,351 97.2%

福井県 816 816 100.0% 985 983 99.8% 1,801 1,799 99.9%

滋賀県 742 742 100.0% 1,146 993 86.6% 1,888 1,735 91.9%

京都府 1,093 1,093 100.0% 1,231 1,200 97.5% 2,324 2,293 98.7%

大阪府 1,597 1,597 100.0% 1,035 1,000 96.6% 2,632 2,597 98.7%

兵庫県 2,249 2,116 94.1% 3,466 3,439 99.2% 5,715 5,555 97.2%

奈良県 775 726 93.7% 1,315 1,223 93.0% 2,090 1,949 93.3%

和歌山県 980 980 100.0% 1,714 1,515 88.4% 2,694 2,495 92.6%

鳥取県 720 720 100.0% 1,055 1,042 98.8% 1,775 1,762 99.3%

島根県 1,081 1,081 100.0% 2,115 2,072 98.0% 3,196 3,153 98.7%

岡山県 1,501 1,500 99.9% 2,027 1,853 91.4% 3,528 3,353 95.0%

広島県 1,957 1,957 100.0% 2,312 2,295 99.3% 4,269 4,252 99.6%

山口県 1,182 1,182 100.0% 1,509 1,470 97.4% 2,691 2,652 98.6%

徳島県 664 664 100.0% 1,189 1,179 99.2% 1,853 1,843 99.5%

香川県 406 406 100.0% 762 734 96.3% 1,168 1,140 97.6%

愛媛県 943 943 100.0% 1,487 1,474 99.1% 2,430 2,417 99.5%

高知県 967 955 98.8% 1,701 1,536 90.3% 2,668 2,491 93.4%

福岡県 2,052 2,052 100.0% 2,178 2,148 98.6% 4,230 4,200 99.3%

佐賀県 646 637 98.6% 1,163 1,140 98.0% 1,809 1,777 98.2%

長崎県 731 633 86.6% 1,214 1,191 98.1% 1,945 1,824 93.8%

熊本県 1,496 1,496 100.0% 1,861 1,839 98.8% 3,357 3,335 99.3%

大分県 1,196 1,140 95.3% 2,270 2,244 98.9% 3,466 3,384 97.6%

宮崎県 1,057 1,052 99.5% 1,884 1,837 97.5% 2,941 2,889 98.2%

鹿児島県 1,163 1,158 99.6% 1,917 1,884 98.3% 3,080 3,042 98.8%

沖縄県 345 345 100.0% 398 391 98.2% 743 736 99.1%

合計 57,369 56,615 99% 86,394 82,373 95% 143,763 138,988 97%

【橋梁点検】

　長寿命化修繕計画の策定に必要な基礎データを把握するため、橋梁定期点検要領等に基づく橋梁点検を実施したもの。

○岩手県陸前高田市、福島県広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村は調査実施困
難なため、H22.4時点調査の数値

○橋長15m以上の橋梁を対象として集計

点検実施状況（H25.4時点）

都道府県名
都道府県・政令市 市区町村 合計
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①管理橋梁数 ②計画策定橋梁数 ②／①計画策定率 ①管理橋梁数 ②計画策定橋梁数 ②／①計画策定率 ①管理橋梁数 ②計画策定橋梁数 ②／①計画策定率

北海道 3,738 3,642 97.4% 7,333 4,863 66.3% 11,071 8,505 76.8%

青森県 795 795 100.0% 1,047 667 63.7% 1,842 1,462 79.4%

岩手県 1,190 1,190 100.0% 2,468 2,206 89.4% 3,658 3,396 92.8%

宮城県 918 918 100.0% 1,431 787 55.0% 2,349 1,705 72.6%

秋田県 1,113 1,093 98.2% 1,902 1,209 63.6% 3,015 2,302 76.4%

山形県 953 935 98.1% 1,436 1,213 84.5% 2,389 2,148 89.9%

福島県 1,677 1,677 100.0% 3,098 2,336 75.4% 4,775 4,013 84.0%

茨城県 854 836 97.9% 1,852 993 53.6% 2,706 1,829 67.6%

栃木県 1,046 1,046 100.0% 1,644 1,498 91.1% 2,690 2,544 94.6%

群馬県 990 957 96.7% 1,983 1,753 88.4% 2,973 2,710 91.2%

埼玉県 996 995 99.9% 1,958 1,085 55.4% 2,954 2,080 70.4%

千葉県 1,074 997 92.8% 1,769 1,574 89.0% 2,843 2,571 90.4%

東京都 751 671 89.3% 1,483 1,171 79.0% 2,234 1,842 82.5%

神奈川県 1,677 1,650 98.4% 831 818 98.4% 2,508 2,468 98.4%

山梨県 885 861 97.3% 1,234 935 75.8% 2,119 1,796 84.8%

長野県 1,527 1,527 100.0% 3,120 2,486 79.7% 4,647 4,013 86.4%

新潟県 2,069 2,062 99.7% 2,305 1,955 84.8% 4,374 4,017 91.8%

富山県 808 805 99.6% 857 781 91.1% 1,665 1,586 95.3%

石川県 727 727 100.0% 974 974 100.0% 1,701 1,701 100.0%

岐阜県 1,626 1,626 100.0% 2,888 2,094 72.5% 4,514 3,720 82.4%

静岡県 2,235 2,136 95.6% 2,225 1,978 88.9% 4,460 4,114 92.2%

愛知県 1,973 1,973 100.0% 2,562 2,117 82.6% 4,535 4,090 90.2%

三重県 1,388 1,346 97.0% 2,060 1,838 89.2% 3,448 3,184 92.3%

福井県 816 816 100.0% 985 805 81.7% 1,801 1,621 90.0%

滋賀県 742 742 100.0% 1,146 805 70.2% 1,888 1,547 81.9%

京都府 1,093 1,093 100.0% 1,231 1,064 86.4% 2,324 2,157 92.8%

大阪府 1,597 1,597 100.0% 1,035 698 67.4% 2,632 2,295 87.2%

兵庫県 2,249 2,063 91.7% 3,466 3,023 87.2% 5,715 5,086 89.0%

奈良県 775 726 93.7% 1,315 922 70.1% 2,090 1,648 78.9%

和歌山県 980 980 100.0% 1,714 1,397 81.5% 2,694 2,377 88.2%

鳥取県 720 700 97.2% 1,055 736 69.8% 1,775 1,436 80.9%

島根県 1,081 1,081 100.0% 2,115 1,342 63.5% 3,196 2,423 75.8%

岡山県 1,501 1,495 99.6% 2,027 1,796 88.6% 3,528 3,291 93.3%

広島県 1,957 1,917 98.0% 2,312 2,236 96.7% 4,269 4,153 97.3%

山口県 1,182 1,182 100.0% 1,509 1,151 76.3% 2,691 2,333 86.7%

徳島県 664 664 100.0% 1,189 1,087 91.4% 1,853 1,751 94.5%

香川県 406 406 100.0% 762 734 96.3% 1,168 1,140 97.6%

愛媛県 943 943 100.0% 1,487 1,393 93.7% 2,430 2,336 96.1%

高知県 967 955 98.8% 1,701 1,273 74.8% 2,668 2,228 83.5%

福岡県 2,052 2,052 100.0% 2,178 1,498 68.8% 4,230 3,550 83.9%

佐賀県 646 637 98.6% 1,163 1,036 89.1% 1,809 1,673 92.5%

長崎県 731 633 86.6% 1,214 1,189 97.9% 1,945 1,822 93.7%

熊本県 1,496 1,496 100.0% 1,861 1,762 94.7% 3,357 3,258 97.1%

大分県 1,196 1,075 89.9% 2,270 1,832 80.7% 3,466 2,907 83.9%

宮崎県 1,057 1,049 99.2% 1,884 1,653 87.7% 2,941 2,702 91.9%

鹿児島県 1,163 1,158 99.6% 1,917 1,460 76.2% 3,080 2,618 85.0%

沖縄県 345 345 100.0% 398 355 89.2% 743 700 94.2%

合計 57,369 56,270 98% 86,394 68,578 79% 143,763 124,848 87%

【長寿命化修繕計画】

「長寿命化修繕計画策定事業費補助制度要綱（H19～）」に基づき策定し、橋梁毎に定期点検、修繕・架替え時期および健
全度等を記載したもの

○岩手県陸前高田市、福島県広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村は調査実施困
難なため、H22.4時点調査の数値

○橋長15m以上の橋梁を対象として集計

長寿命化修繕計画策定状況（H25.4時点）

都道府県名
都道府県・政令市 市区町村 合計

kt651233
タイプライターテキスト
Ｐ９



①要修繕橋梁数 ②修繕実施済橋梁数 ②／①修繕実施率 ①要修繕橋梁数 ②修繕実施済橋梁数 ②／①修繕実施率 ①要修繕橋梁数 ②修繕実施済橋梁数 ②／①修繕実施率

北海道 2,876 400 13.9% 1,674 59 3.5% 4,550 459 10.1%

青森県 518 236 45.6% 573 22 3.8% 1,091 258 23.6%

岩手県 548 223 40.7% 1,276 26 2.0% 1,824 249 13.7%

宮城県 839 60 7.2% 150 19 12.7% 989 79 8.0%

秋田県 1,024 230 22.5% 1,007 50 5.0% 2,031 280 13.8%

山形県 816 542 66.4% 675 25 3.7% 1,491 567 38.0%

福島県 1,170 371 31.7% 1,172 26 2.2% 2,342 397 17.0%

茨城県 447 131 29.3% 331 3 0.9% 778 134 17.2%

栃木県 488 53 10.9% 804 22 2.7% 1,292 75 5.8%

群馬県 957 156 16.3% 1,424 16 1.1% 2,381 172 7.2%

埼玉県 373 119 31.9% 452 12 2.7% 825 131 15.9%

千葉県 684 131 19.2% 741 24 3.2% 1,425 155 10.9%

東京都 671 341 50.8% 1,002 60 6.0% 1,673 401 24.0%

神奈川県 953 121 12.7% 266 5 1.9% 1,219 126 10.3%

山梨県 716 420 58.7% 759 60 7.9% 1,475 480 32.5%

長野県 1,527 210 13.8% 1,217 95 7.8% 2,744 305 11.1%

新潟県 1,160 557 48.0% 949 21 2.2% 2,109 578 27.4%

富山県 260 64 24.6% 367 7 1.9% 627 71 11.3%

石川県 727 116 16.0% 865 90 10.4% 1,592 206 12.9%

岐阜県 600 373 62.2% 1,339 156 11.7% 1,939 529 27.3%

静岡県 261 113 43.3% 1,253 33 2.6% 1,514 146 9.6%

愛知県 1,126 191 17.0% 1,217 70 5.8% 2,343 261 11.1%

三重県 1,346 73 5.4% 1,151 19 1.7% 2,497 92 3.7%

福井県 816 146 17.9% 283 28 9.9% 1,099 174 15.8%

滋賀県 203 7 3.4% 431 4 0.9% 634 11 1.7%

京都府 445 76 17.1% 538 26 4.8% 983 102 10.4%

大阪府 721 297 41.2% 360 32 8.9% 1,081 329 30.4%

兵庫県 547 275 50.3% 1,064 52 4.9% 1,611 327 20.3%

奈良県 225 41 18.2% 522 12 2.3% 747 53 7.1%

和歌山県 172 75 43.6% 593 34 5.7% 765 109 14.2%

鳥取県 344 183 53.2% 471 32 6.8% 815 215 26.4%

島根県 758 239 31.5% 764 6 0.8% 1,522 245 16.1%

岡山県 335 152 45.4% 796 51 6.4% 1,131 203 17.9%

広島県 1,916 219 11.4% 1,888 32 1.7% 3,804 251 6.6%

山口県 373 46 12.3% 750 17 2.3% 1,123 63 5.6%

徳島県 260 138 53.1% 942 86 9.1% 1,202 224 18.6%

香川県 406 20 4.9% 557 14 2.5% 963 34 3.5%

愛媛県 304 98 32.2% 914 119 13.0% 1,218 217 17.8%

高知県 171 39 22.8% 709 6 0.8% 880 45 5.1%

福岡県 880 283 32.2% 382 12 3.1% 1,262 295 23.4%

佐賀県 366 83 22.7% 502 8 1.6% 868 91 10.5%

長崎県 163 107 65.6% 275 70 25.5% 438 177 40.4%

熊本県 875 174 19.9% 1,003 77 7.7% 1,878 251 13.4%

大分県 143 66 46.2% 874 21 2.4% 1,017 87 8.6%

宮崎県 418 93 22.2% 478 19 4.0% 896 112 12.5%

鹿児島県 567 175 30.9% 951 24 2.5% 1,518 199 13.1%

沖縄県 345 28 8.1% 249 49 19.7% 594 77 13.0%

合計 31,840 8,291 26% 36,960 1,751 5% 68,800 10,042 15%

○岩手県陸前高田市、福島県広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村は調査実施困
難なため、要修繕橋梁数及び修繕実施橋梁数は対象から除く。

【修繕実施済橋梁数】

　現在運用中の長寿命化修繕計画に修繕等の予定を位置づけ、H25.4までに修繕等を完了または実施中の橋梁数

【要修繕橋梁数】

　現在運用中の長寿命化修繕計画において、H25.4時点で修繕等を予定している（計画に位置づけている）橋梁数

○橋長15m以上の橋梁を対象として集計

都道府県名

長寿命化修繕計画に基づく修繕実施状況（H25.4時点）

都道府県・政令市 市区町村 合計

kt651233
タイプライターテキスト
Ｐ１０

kt651233
タイプライターテキスト

kt651233
タイプライターテキスト



【別紙 １】

今後の進め方について（案）

◆ 平成２６年度の会議日程（イメージ）

第１回埼玉県道路メンテナンス会議 （平成２６年５月２８日）

・設立趣意書、規約の承認
・会長・副会長・委員の決定等、会議の体制の確認
・道路の老朽化対策における会議の役割の確認 など

第１回幹事会 （平成２６年夏）

・各市町村の道路施設点検に関わる課題の整理・対応策の検討
・今後の道路施設点検に向け、橋梁等の現場点検実習の素案作成
・道路の老朽化対策における広報活動について など

第２回埼玉県道路メンテナンス会議 （平成２６年秋）

・各市町村の道路施設点検に関わる課題への対応案の起案
・現地点検実習案の起案
・道路の老朽化対策における広報活動報告及び予定 など

第２回幹事会

・各市町村の道路施設点検に関わる課題への対応策の検討（継続）
・現場点検実習の具体的な調整
・道路の老朽化対策における広報活動について（継続） など

第３回埼玉県道路メンテナンス会議

・第３回会議にて現場点検実習を実施


	★02議事次第
	★04設立趣意書
	★05規約
	★06委員名簿
	★07幹事会名簿
	★08≪埼玉県≫【講義資料】最近の話題①
	★09≪埼玉県≫【講義資料】参考資料②
	★10今後の進め方



